






























上方浮世絵 とは,江戸時代後期から明治時代にかけて,主 に大坂を中心 とした上方の地で版
行 された浮世絵版画を指している1。上方浮世絵の画題は,ほ とん どが役者絵であることから,









いる。その際,改 革以前に出版を行 っていた版元のほとん どが姿を消し,空白後には新 しい版















の版行数の多い版元を除き,屋号す ら判明 していない版元が多数存在 している状況である。
上方では,浮世絵出版に関して何か問題が起こったときには大坂の本屋仲間が仲裁に入って
いた。本屋とは版本の出版や販売を行 う版元であり,歌舞伎関係の読み物や浮世絵などの出版

















1.松平進 「丸丈斎国広」「大阪の研究』(1970)から 「角屋所蔵上方絵浮世絵 について」
『角屋研究』(1990)において,国広作品のほとんどを手がけている点や戯作者平亭銀























上方浮世絵の絵師は,経歴の不明な場合が多 く,国広 も詳 しい生没年等はわかっていない。
しかし,国広について語る資料がい くつか見 られる。まずそれらを確認 しておきたい。
国広の浮世絵制作は,文 化13年(1816)から天保8年(1837)頃までの約二十年間に渡 っ
て行われていたことが,現 存の浮世絵から確認できる。
国広の経歴を示す資料 として,まず 『銀鶏雑記』が挙げられる。『銀鶏雑記』 とは,江戸の
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合て本業の助 とせ り。性風流を好みて文人と交る。酒を大量 にして日夜にのめども機嫌上
戸にて少 しも朋友とあ らそうことなく至て実攸のある人 にて無欲なり。諸国より遊歴人の
来るときは厚 く世話をやきて助けと成 り。実に称すべきの人畆 若年のころ紙屋に奉公 し















印には,金 花堂の名を使用 していたものがあり11,天満屋喜兵衛が金花堂の名を使用 している








使用 されている版元印か らは 「板元」「草紙屋」 といったものであ り,帳屋を版元の事とする
例は見 られない。また,銀 鶏の記述 「傍画をなぐさみとして又搨物を請合て本業の助とせ り。」












さらに,国広の居所について も確認 しておきたい。一枚摺 『浪速諸流画人名家案内』の三段
目 「戯士似顔主之部」には,上 方の浮世絵師の名が挙げられており,「戎はし一丁北 丸丈斎
国広」 と記述 されている。 これから浮世絵師国広の住まいは戎橋の北側にあったことがわかる。
先に挙げた 「銀鶏雑記』には,「布袋町」 とある。「布袋町」は天保12年(1841)の「増補大
坂町鑑』 には,「太左衛門ばし北詰一すぢ西,道 とん堀少 し内より北へ」とあり,現在の心斎
橋筋の一筋東側,戎 橋より北側付近であることがわかる。
ここで,両 資料の国広の所在が 「布袋町」「戎はし一丁北」 となっている瓜 戎はし一丁北
は南北に通る筋が違 うものの,東西を通 る通 りは布袋町にあたることがわかる。 さらに浮世絵
の版元印に記 された天満屋喜兵衛の所在,「心斎橋筋菊屋町」および 「心斎橋筋八幡筋」 も,
戎橋の北側である。菊屋町には 『宗 旨人別帳』などの文書が残されてお り,それらの研究から
なる 『近世大坂の家 ・町 ・住民』'zにおいて弘化2年(1845)時点の菊屋町の見取 り図が作成
されており,そこでは八幡筋に天満屋喜兵衛の名を見 ることができる。






















では,天 満屋喜兵衛がなぜ国広作品を多 く手がけていたのか,版元 と絵師の関係を天満屋喜
兵衛の版元としての視点から考えて行きたい。そこで,現在確認できる天満屋喜兵衛の資料を
追 い,明 らかな点を整理 したい。
2-2天 満屋喜兵衛の浮世絵出版活動
先にも述べたが,上方の浮世絵出版には改印が無かったことから,出版の実態については不










一 塩屋長兵衛 ヨリ,仲間外北久太郎町五丁 目十一屋新介 ・菊屋町天満屋喜兵衛両人之者,
役者似顔姿絵彩色一枚摺,或 ハニ枚 もの等板行,我 儘二彫立売弘候二付,長兵衛方所持,
舞台扇,同 続其外数板之株二差かまい難儀二付,右 両人之者へ度々及駈合候へ共,対 談難
行届,無 是悲御公訴申上度願出候,依 之評議之上年行司ヨリ使ヲ以,両 町町内へ届二遣 し
申候,(後略)
その後,2月19日には天満屋喜兵衛は問題の版木を,塩屋側の立ち会いのもとすべて削り,
残らず絶版 となっている。 しか し,綿屋喜兵衛の版権 に関する訴訟の方は長期にわたっている。
この問題は文化13年12月20日に和解でもってようや く解決をしている。
一 役者似顔一枚摺,此後塩長并天源 ・天安 ・大治郎 ・本清 ・綿喜,都 合六人二而致候事,
万一外方二而姿絵出来候節ハ訳立,五十枚取候ハ ・,塩長へ廿五枚,外五軒へ廿五枚取候
事,勿 論外方へ名前貸候義,又 ハ差向之対談致間敷候事,
という部分から,浮世絵の出版を,塩長 ・天源 ・天安 ・大治郎 ・本清 ・綿喜の六版元によって
行う取り決めがされたことがわかる。
ここに挙げた和解の記述には,天満屋喜兵衛の名前 はない。 しか し,天源 ・天安はそれぞれ






















演劇博物館 ・池田文庫 ・甲南女子大学図書館所蔵品の図録,お よび上方浮世絵館所蔵品から,
天満屋喜兵衛の浮世絵は天保期までの総数が341点となっている17。天満屋から版行された浮
世絵の絵師別の一覧を表に挙げた。
絵師別に見ると国広が最 も多 く,続いて重春 ・北英 となっている。これ らの絵師の活躍時期
から,天満屋は文政期の後半から天保期にかけて最 もよく浮世絵出版を行っているといえる。
版元印は主に天満屋喜兵衛を 「天喜」と略 した屋号 とマークの入った印が使われることが多
く,天満屋の出版の全体を通 して使用されている。 さらに,所在の入った版元印を使用 してい
る事 もあり,それらから,「心斎橋筋菊屋町」'8,「心斎橋筋八幡筋」19に店があったことが考え
られる。当時の心斎橋筋には浮世絵だけでな く版本などの出版を行う版元も軒を並べ,絵 師も
その周辺 に在住 していた。その出版の中心,心 斎橋に天満屋喜兵衛は店を構えていたのである。








覧』では,落 款の字体の類似から,国広は江戸の歌川豊国の弟子であるとしている。 しか し,
















































































戻 っていることか らも一時的なものであったと考え られる25。
以上,国 広の作品について見てきた。天満屋喜兵衛が版元
として,国 広の作品を数多 く出版 していることは統計で も明
らかであり,それを踏まえて考えると,国広は歌川派様式の
作品を制作 したり,歌川の号を使用す るなど歌川派への接近

















歌川貞広は歌川派 という江戸最大の浮世絵画派に所属 した浮世絵師であ りながら,主に天保
期に大坂で活躍 した絵師である。貞広の様式には明らかに江戸の歌川派様式とは異なる,上方
の浮世絵様式を意識 した部分が見 られることから,天保期において上方の浮世絵版画は,江 戸












































考察 した34。また,先 に挙げた 『銀鶏雑記』では,貞 広は国広と同 じく所在が布袋町とな って
いる。 さらに歌川の号を使用 していることや,国広 との浮世絵合作が見られることなど,貞広








以上,天 満屋喜兵衛の浮世絵出版について,国 広と貞広 との関係を中心に考察を してきた。
天満屋喜兵衛が作品の出版を多 く手がけた,絵師国広 と貞広には歌川派という共通点が挙げ
られる。'国広自身の歌川派への入門の確証は得 られていないが,岩井半四郎の図など歌川派を
意識 した作品があり,自身の号にも歌川を使用 した例が見 られることか ら,国広と歌川派には
何 らかの関係があったと見ることはできる。さらに貞広は国貞の弟子として 「豊国先生痙筆之





















































22黒 田源次著 『上方絵一覧』東洋書院(1978.12)〔佐藤章太郎商店昭和4年 刊の複製〕



















な部分である。 しか し,版元として生き残る戦略 と見ることは十分可能である。
36前 掲した松平進著 『上方浮世絵の再発見』においても,版元が上演時期と出版がずれることによって,
役者絵の売れ行きが左右されることを心配 している点が浮世絵の賛から読み取れるとしている。つま
り版元は商売として浮世絵出版を捉えているといえるだろう。その上においても,天満屋喜兵衛版の
浮世絵画題の広がりは一つの戦略と見ることができる。
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